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教員が学び続け る プ ロ セ ス と 環境に関する研究
一一教員育成指標策定までの背景に着目 して一一

松原 祐記子

Pr∞esses and Envil'onments for Thachers Continued Learning : 
Focusing on the Background ω Formulation of the Thacher Development Index 

Yukiko MAτ'SUBARA 

1 研究の背景と 目 的

平成27 年 12 月 「これからの学校教育を担 う 教員の資質能力の向上についてー学び合い、 高め合 う 教員

育成コ ミ ュニテ ィ の構築に向けて (答申)J が中央教育審議会 (以下、 中教審) から出され、 養成 ・ 採用 ・

研修の一貫 した体系の構築に向けて、 教員研修の重要性やキャ リ ア ステージに応 じた研修の体系が明確に

示された。 また、 教育公務員特例法改正によ り 教職キャ リ アに応じて身に付けるべき教員の資質能力を明

示 した 「教員育成指標J の策定が法制化された。 それを受け静岡県では、 平成 28 年 1 1 月 に県内教員養成

大学、 静岡県教育委員会、 浜松市教育委員会、 静岡市教育委員会が協働 して教員育成指標のフ レームワー

ク を作成 し 、 その後、 浜松市教育委員会は 「はままつ人づ く り 未来プラ ン ・ 教員育成推進部会J において

「浜松市教員育成指標J を策定した。 今後、 指標の活用方法とその効果を検証 して、 内容の修正 ・ 改善を

行いなが ら浜松市の教育に適 した教員育成指標に成長させてい く こ と が求め られている。

しか し油布 (2016) I は教員育成指標策定に関 して、 教職の 自 律性、 そ して専門険性の後退の可能性を指

摘し、 森田 (2016) 2は育成指標の意味や必要性、 活用の方法、 策定や更新の方法な どについて広 く コ ンセ

ンサスを得る こ と が必要である と 述べている。

そこ で本研究は、 政府諸審議会答申等において議論されてきた教員に求められる 資質能力の変遷を整理

し、 教員育成指標の策定が義務付ーけ られた背景を明 ら かにする と 共に、 小学校教員の学びのプロセスや環

境を調査する こ と を通 して、 教育改革を直接担 う教員の 「学ひ就ける教員像J の確立に向けた、 教員育成

指標の具体的な活用方法を探る こ と を 目 的とする。

2 教員に求められる資質能力の変遷

昭和 28 年 7 月 25 日 第 1 回答申 「義務教育に関する答申J から、 平成30 年 12 月 1 日 までに政府諸審議

会答申等において議論された内容を対象に、 教員に求め られる資質 ・ 能力の変遷について整理する。

最初に教員の資質や能力に関する 内容が確認できたのは、 昭和 28 年 8 月 の中教審答申 「社会科教育の

改善に関する答申J である。 こ の答申 では社会科教育の効果を上げるために、 教員養成ならびに現職教育

の面においても十分な検討を加える必要がある こ と が示されている。 その後中教審は、 昭和 32 年 6 月 「教

員養成制度の改善方策についてJ の諮問を受け、 昭和33年答申 f教員養成制度の改善方策についてJ にお

いて、 「教師は教育に対する正 しい使命感と児童生徒に対する深い教育的愛情と を基盤と して、 世界的視野

に立っ た人間的国民的一般教養を備える と と も に、 社会の進展に即した専門的知識と 児童生徒の教育に即

した教職教義を有 しなければならないJ こ と に言及し、 初めて教員に求める具体的な資質を表 1 のよ う に

示 した。
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申等は少なく なっていったと考察で、きる。 反対に 「専門学力J の資質は、 平成 27年の中教審まで途切れる

こ と な く 定義されている。 この変遷から、 教員 と しての実践的で確かな指導力は 「不易 と しての資質能力J

であ り 、 どの時代において も教員に求められる 資質や能力である こ と が明確になった と 言えるであろ う。

また 「時代の変化と共に求め られる資質能力J は、 「教育的愛情J や 「教育者 と しての使命感J な ど教員

と しての在り 方が議論された り 、 社会の著 しい変化に対応する教育推進 ・ 支援等、 新たな課題に対する資

質能力が示 された り している こ と が表 5 から考察でき る。そ してそれら の資質能力 と共に 「学ひ糠ける力J

が議論される よ う にな り 、 その流れを受けて平成 27 年 12 月 の答申で教員研修の重要性やキャ リ アステー

ジに応 じた研修の体系が示される こ と になる。 資質能力の変遷を背景にする と 、 こ の よ う な流れの中で教

職キャ リ ア に応 じて身に付け るべき教員の資質能力を明示 した 「教員育成指標J の策定が求められてきた

こ と が見えて き た。

こ れ ら の こ と か ら 、 教員に求め られる資質能力は、 専門学力や技能な どの 「不易 と される資質能カJ と 、

f時代の変化と共に求められる資質能力J が あ り 、 後者の資質能力を高めるために、 教員が学び続ける必

要性が生 じ、 その環境を整えるため国は 「教員育成指標の策定及び教員研1!腕十画の全国的整備J を求め、

教員育成が各自 治体及び大学の連携や創意工夫体制の中で推進される こ と につながったと整理できる。

3 浜松市教員育成指標の特徴

静岡県には浜松市教員育成指標の他に 「静岡県教員育成指標J r静岡市教員育成指標J があるが、 静岡県

の指標には義務教育の教員 と 共に高等学校、 特別支援学校の教員も含まれる。 そのため、 浜松市の教員育

成指標の新教を分析するにあたっては、 義務教育を主に管轄する全国 20 政令指定都市を対象と して行つ

た。

分析の結果、 浜松市教員育成指標の

主な特徴 と し て 次の 2 点が 見 え て き

た。 l つ 目 は、 採用からの年齢区分を細

かく 設定している点である。 表 6 はキ

ャ リ ア ステージの年齢区分を比較 した

ものであるが、 浜松市は採用から 3 年

間を基礎期 と 定めこ の 3 年間を さ ら に

細かく 区切 り 年ー齢区分を設定 してい

表 6 キャ リ アステージ年齢区分一覧

る。 他の政令指定都市には見 られない年齢区分である。 ま たその区分に沿った研修計画も作成され、 採用

から 3 年 目 までの教員の成長を丁寧に支援する 体制が伺える。 さ らに経験年数を提示する こ と のメ リ ッ ト ・

デメ リ ッ ト も教員育成推進部会において議論され、 経験年数だけに縛られる こ と のないよ う 、 教員自身が

どのキャ リ アステージにおいても主体的に学びや成長をデザイ ンでき る よ う な指標に し よ う と する意図が

伺える。 2 つ 自 の何故と しては、 深化 ・ 向上期に当たる経験年数 21 年以上の教員への期待であ る。 表 7 は

キャ リ アステージ区分の名称を整理 したものである。
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